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（2） 
著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準

作成機関である一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を改正すべ

きとの申出があり，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS C 61300-2-1:2012
は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS C 61300-2 規格群（光ファイバ接続デバイス及び光受動部品－基本試験及び測定手順－第 2 部）

は，次に示す部で構成する。 

JIS C 61300-2-1 第 2-1 部：試験－正弦波振動 

JIS C 61300-2-2 第 2-2 部：繰返しかん合試験 

JIS C 61300-2-4 第 2-4 部：光ファイバクランプ強度試験（軸方向引張り） 

JIS C 61300-2-5 第 2-5 部：光ファイバクランプ強度試験（ねじり） 

JIS C 61300-2-6 第 2-6 部：かん合部締結強度試験（軸方向引張り） 

JIS C 61300-2-7 第 2-7 部：かん合部締結強度試験（曲げモーメント） 

JIS C 61300-2-9 第 2-9 部：衝撃試験 

JIS C 61300-2-11 第 2-11 部：光ファイバクランプ強度試験（軸方向圧縮） 

JIS C 61300-2-12 第 2-12 部：落下衝撃試験 

JIS C 61300-2-14 第 2-14 部：高光パワー試験 

JIS C 61300-2-15 第 2-15 部：結合部ねじり試験 

JIS C 61300-2-17 第 2-17 部：低温試験 

JIS C 61300-2-18 第 2-18 部：試験－高温 

JIS C 61300-2-19 第 2-19 部：高温高湿試験（定常状態） 

JIS C 61300-2-21 第 2-21 部：混合温湿度サイクル試験 

JIS C 61300-2-22 第 2-22 部：温度サイクル試験 

JIS C 61300-2-24 第 2-24 部：応力印加によるセラミック割りスリーブのスクリーニング試験 

JIS C 61300-2-26 第 2-26 部：塩水噴霧試験 

JIS C 61300-2-27 第 2-27 部：ダスト試験（層流） 

JIS C 61300-2-35 第 3-35 部：光ファイバクランプ強度試験－ケーブルニューテーション 

JIS C 61300-2-40 第 2-40 部：SM 調心円筒形斜め PC 端面光ファイバコネクタプラグの挿入損失ス

クリーニング試験 

JIS C 61300-2-41 第 2-41 部：SM 調心円筒形直角 PC 端面光ファイバコネクタプラグの挿入損失ス

クリーニング試験 

JIS C 61300-2-42 第 2-42 部：光ファイバクランプ強度試験－横方向引張り 

JIS C 61300-2-44 第 2-44 部：光ファイバクランプ強度試験－繰返し曲げ 
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JIS C 61300-2-45 第 2-45 部：浸水試験 

JIS C 61300-2-46 第 2-46 部：湿熱サイクル試験 

JIS C 61300-2-47 第 2-47 部：熱衝撃試験 

JIS C 61300-2-48 第 2-48 部：温湿度サイクル試験 

JIS C 61300-2-49 第 2-49 部：取付け済み光ファイバコード付き光ファイバコネクタプラグの曲げ試

験 

JIS C 61300-2-50 第 2-50 部：光ファイバクランプ強度試験－非通光左右曲げ引張り 

JIS C 61300-2-51 第 2-51 部：光ファイバクランプ強度試験－通光左右曲げ引張り 

JIS C 61300-2-55 第 2-55 部：光ファイバアダプタ取付強度試験－軸方向 
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日本産業規格（案）       JIS 
 C 61300-2-1：0000 
 (IEC 61300-2-1：2023) 

光ファイバ接続デバイス及び光受動部品－ 
基本試験及び測定手順－第 2-1 部： 

試験－正弦波振動 
Fiber optic interconnecting devices and passive components-Basic test 
and measurement procedures-Part 2-1: Tests-Vibration (sinusoidal) 

 
序文 

この規格は，2023 年に第 4 版として発行された IEC 61300-2-1 を基に，技術的内容及び構成を変更する

ことなく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

1 適用範囲 

この規格は，稼働中に発生する可能性のある一般的な振動周波数範囲及び大きさの振動によって，光コ

ネクタ，光受動部品及びクロージャへの損失への影響を試験する方法について規定する。 

注記 1 稼働中に発生するほとんどの振動は，単調な状態ではない。しかし，この規格に規定する振動

試験が，実際の稼働中の状態に対する適切な代替試験方法であることが従来から知られている。 

注記 2 関連する基本試験及び測定手順の通則は，JIS C 61300-1 に規定する。 

注記 3 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 
IEC 61300-2-1:2023，Fiber optic interconnecting devices and passive components－Basic test and 

measurement procedures－Part 2-1: Tests－Vibration (sinusoidal)（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こと

を示す。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS C 60068-2-6 環境試験方法－電気・電子－第 2-6 部：正弦波振動試験方法（試験記号：Fc） 

注記 対応国際規格における引用規格：IEC 60068-2-6，Environmental testing－Part 2-6: Tests－Test Fc: 
Vibration (sinusoidal) 

JIS C 61300-1 光ファイバ接続デバイス及び光受動部品－基本試験及び測定手順－第 1 部：通則 

注記 対応国際規格における引用規格：IEC 61300-1，Fibre optic interconnecting devices and passive 
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components－Basic test and measurement procedures－Part 1: General and guidance（IDT） 

JIS C 61300-3-1 光ファイバ接続デバイス及び光受動部品－基本試験及び測定手順－第 3-1 部：外観

検査及び機械的検査 

注記 対応国際規格における引用規格：IEC 61300-3-1，Fibre optic interconnecting devices and passive 
components－Basic test and measurement procedures－Part 3-1: Examinations and measurements－
Visual examination  

JIS C 61300-3-28 光ファイバ接続デバイス及び光受動部品－基本試験及び測定手順－第 3-28 部：過

渡損失測定 

注記 対応国際規格における引用規格：IEC 61300-3-28，Fibre optic interconnecting devices and passive 
components－Basic test and measurement procedures－Part 3-28: Examinations and measurements－
Transient loss 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS C 61300-1 による。 

ISO 及び IEC では，標準化で用いる用語集のデータベースを次のアドレスで管理している。 

－ IEC Electropedia：https://www.electropedia.org/ 

－ ISO Online browsing platform：https://www.iso.org/obp 

4 概要 

この規格で用いる手順は，JIS C 60068-2-6 を用いる。 

供試品を振動試験装置に取り付け，正弦波振動させる。振動方向は互いに垂直な 3 軸方向とし，そのう

ちの 1 方向は光軸に平行とする。振動の強さは，変位量又は加速度のいずれかの定数で規定する。 

5 装置 

5.1 概要 

装置は，JIS C 60068-2-6 によるほか，次の 5.2～5.5 による。 

5.2 振動試験装置 

振動試験装置は，正弦振動発生部及び周辺機器から成る。 

5.3 取付けジグ 

規定の振動条件を供試品に伝えることができる適切な取付けジグを用いなければならない。取付けジグ

はジグがもつ固有の共振周波数が，規定の振動周波数範囲において測定に影響を及ぼさないように設計し

なければならない。 

5.4 加速度モニタデバイス 

印加された振動の振幅及び加速度は，加速度モニタデバイス，例えば供試品の取付け位置に近いジグ上
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の加速度計でモニタしなければならない。 

5.5 測定装置 

個別規格で規定がない場合，JIS C 61300-3-28 に規定する過渡損失測定装置を供試品と接続し，試験中

及び試験後の高速の損失変動を検出しなければならない。 

6 手順 

6.1 供試品の準備 

製造業者の指示及び個別規格の規定に従って，供試品を準備する。 

6.2 前処理 

個別規格で規定がない場合，JIS C 61300-1 で規定する標準大気条件に供試品を 2 時間以上放置する。 

6.3 初期検査及び測定 

個別規格の規定に従って，供試品の初期検査及び測定を行う。 

個別規格で規定がない場合，JIS C 61300-3-1 の規定に従って外観検査を行い，供試品に，何らかの劣化

の痕跡がないかを確認する。起こり得る劣化の例を次に示す。 

－ 部品又は附属品の損傷，緩み又は破損 

－ ケーブル外被，封止部，ストレインリリーフ又は光ファイバの破損及び損傷 

－ 部品のずれ，わん曲，破損又は欠け 

6.4 取付け及び試験手順 

供試品は，通常搭載する状態を再現し，できるだけ近い状態となるよう，しっかりと取付けジグに固定

しなければならない。光ファイバ又は光ケーブルは，供試品の両端から 20 cm 以内では固定せず，張力が

かからない状態で振動表面に取り付けなければならない。JIS C 60068-2-6 に規定する手順によって，試験

を実施する。供試品を，供試品の主軸方向を含む互いに垂直な 3 軸方向で振動させなければならない。供

試品に軸対称性がある場合は，試験する軸の数を二つに減らすことが可能である。振動耐久性は，最小振

動周波数と最大振動周波数との間で，振動周波数を規定の速度で連続的に掃引することによって評価しな

ければならない。振動試験のための装置の一例を，図 1 に示す。 
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図 1－振動試験装置例 

6.5 モニタ 

個別規格で規定がない場合，JIS C 61300-3-28 の規定に従い，試験中及び試験後の，供試品の過渡損失

を，コンピュータ，オシロスコープ及び／又は記録装置付きのデジタルのデータ収集システムを用いてモ

ニタしなければならない。光学特性のあらゆる変動は，個別規格に規定する限度の範囲内でなければなら

ない。 

6.6 後処理 

個別規格で規定がない場合，JIS C 61300-1 で規定する標準大気条件に供試品を 2 時間以上放置する。 

6.7 最終検査及び測定 

試験終了後，供試品をジグから取り外し，供試品への恒久的な損傷がないことを確認するために，個別

規格で規定する最終測定を行わなければならない。最終測定の結果は，個別規格で規定する性能要求を満

足しなければならない。 

個別規格で規定がない場合，JIS C 61300-3-1 の規定に従って外観検査を行い，供試品に，何らかの劣化

の痕跡がないかを確認する。起こり得る劣化の例を次に示す。 

－ 部品又は附属品の損傷，緩み又は破損 

－ ケーブル外被，封止部，ストレインリリーフ又は光ファイバの破損及び損傷 

－ 部品のずれ，わん曲，破損又は欠け 

7 試験の厳しさの程度 

試験の厳しさは周波数範囲，振幅振動，掃引速度，掃引回数又は 1 軸当たりの耐久期間の組合せによっ

て構成される。試験の厳しさの程度は，個別に規定しなければならない。各形態における試験パラメータ

振動発生部 

加速度計 

振動制御システムへ 

取付けジグ 

光ファイバ（長さ＞20 cm） 

光学モニタリング装置へ 

供試品 

配線ホルダ 

光軸 



5 
C 61300-2-1：0000 (IEC 61300-2-1：2023) 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

の推奨値を，表 1～表 7 に記載する。 

表 1－光コネクタ及び光受動部品の試験パラメータ推奨値 

環境カテゴリ 項目 推奨値 
C, CHD, OP, OP+, OP+HD, E 周波数範囲 10 Hz～55 Hz 

掃引速度 1 oct/min 
掃引回数 15 回／軸 
振動振幅 0.75 mm 

I, IHD 周波数範囲 2 Hz～200 Hz 
掃引速度 1 oct/min 
掃引回数 15 回／軸 
振動振幅 15 mm（周波数≦9 Hz） 
加速度 50 m/s2（周波数＞9 Hz） 

注記 カテゴリは IEC 61753-1 に定義される。 

 

表 2－光ファイバマネジメントシステムの試験パラメータ推奨値 

環境カテゴリ 項目 推奨値 
C, CHD, OP, OP+, OP+HD, OPHD 周波数範囲 5 Hz～500 Hz 

掃引速度 1 oct/min 
掃引回数 10 回／軸 
振動振幅 3.5 mm（周波数≦9 Hz） 
加速度 10 m/s2（周波数＞9 Hz） 

注記 カテゴリは IEC 61753-1 に定義される。 

 

表 3－スプライス及び現場組立形光コネクタの試験パラメータ推奨値 

環境カテゴリ 項目 推奨値 
C, CHD, OP, OP+, OP+HD, OPHD 周波数範囲 10 Hz～55 Hz 

掃引速度 1 oct/min 
掃引回数 15 回／軸 
振動振幅 0.75 mm 

注記 カテゴリは IEC 61753-1 に定義される。 

注記 表題について，対応国際規格では,“メカニカルスブライス”となっているが,融着接続（fusion-
splice）にも適用可能であるため，“スプライス”とした。 

 

表 4－壁面設置形光アウトレット及び成端架の試験パラメータ推奨値 

環境カテゴリ 項目 推奨値 
C, CHD 周波数範囲 5 Hz～500 Hz 

掃引速度 1 oct/min 
掃引回数 10 回／軸 
振動振幅 1.5 mm（周波数≦9 Hz） 
加速度 5 m/s2（周波数＞9 Hz） 

注記 カテゴリは IEC 61753-1 に定義される。 

 

表 5－防水光ファイバコネクタの試験パラメータ推奨値 

環境カテゴリ 項目 推奨値 
A, G, S 周波数範囲 5 Hz～500 Hz 

掃引速度 1 oct/min 
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掃引回数 10 回／軸 
振動振幅 3.5 mm（周波数≦9 Hz） 
加速度 10 m/s2（周波数＞9 Hz） 

注記 カテゴリは IEC 61753-1 に定義される。 

 
表 6－光接続箱及びクロージャの試験パラメータ推奨値 

環境カテゴリ 項目 推奨値 
C, CHD 周波数範囲 5 Hz～500 Hz 

掃引速度 1 oct/min 
掃引回数 10 回／軸 
振動振幅 1.5 mm（周波数≦9 Hz） 
加速度 5 m/s2（周波数＞9 Hz） 

A, G, S 周波数範囲 5 Hz～500 Hz 
掃引速度 1 oct/min 
掃引回数 10 回／軸 
振動振幅 3.5 mm（周波数≦9 Hz） 
加速度 10 m/s2（周波数＞9 Hz） 

注記 カテゴリは IEC 61753-1 に定義される。 

 
表 7－屋外キャビネットの試験パラメータ推奨値 

環境カテゴリ 項目 推奨値 
A 周波数範囲 5 Hz～500 Hz 

掃引速度 1 oct/min 
掃引回数 10 回／軸 
振動振幅 1.2 mm（周波数≦9 Hz） 
加速度 4 m/s2（周波数＞9 Hz） 

注記 カテゴリは IEC 61753-1 に定義される。 

8 個別に規定及び報告する事項 

必要に応じて，次の事項を製品規格などに規定し，試験報告書で報告しなければならない。 

－ 周波数範囲 

－ 振動振幅又は加速度 

－ 掃引回数又は 1 軸当たりの耐久期間 

－ 周波数変化（掃引速度） 

－ 初期測定及び測定並びに性能要求 

－ 試験中の測定及び試験中の性能要求 

－ 最終測定及び測定並びに性能要求 

－ この試験手順からの変更点 

－ 追加合否判定基準 
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